
教員志望学生の「教材」を理解する力を
高める一方法 (1)

一― “比較する能力"の視点よリーー

1.は じめに

著者は小学校教論 2種免許取得希望者を対

象に、講義 “理科指導法"を 担当 している。

講義において、小学校で学習指導を行う際に

は目標、内容及び指導方法の把握が大切であ

ることを強調している。理科の目標を把握し、

目標を達成するためには、各内容区分 (生物

とその環境、物質とエネルギー、地球と宇宙)

ごとに学年別に示された学年目標も把握しな

ければならない。そして、理科の目標及び学

年目標を基に教科書の内容を読み取るととも

に、学習指導を行うその時間の目標を設定す

ることが大切である。

本時の目標を設定しても、ただ漫然と学習

指導を行っては、教育効果は上がらない。本

時の到達目標をしっかりと把握 し、さらに本

時の目標を達成することを意識しながら学習

指導を行うことが肝要である。

ところで、小学校学習指導要領が平成10年

に改訂され、平成12年 度からの移行措置を経

て新学習指導要領は平成14年 4月 1日 から全

面実施されている1)が
、小学校学習指導要領

(理科)の改善の 1つ として、目標の改善が挙

げられる。小学校理科全体のねらいを示した

教科目標の改善については、従来の目標に、

今回は「見通しをもって2)」 とぃぅ部分が付

加されている。この部分は、「児童が見通 し

をもって観察、実験を行うことによって、よ

リー層の主体的な問題解決の行動を行 うこ

と31」 を示している。

学年目標の改善については、各内容区分ご

とに各学年において育成すべき問題解決の能

力が明確にされ、各学年で重点をおいて育成

すべき問題解決の能力が、学年目標として位

置付けられている。

理科の目標及び学年目標は学習指導要領に

明記されており、また “小学校学習指導要領

解説 理科編
4)(以

降、指導要領解説と記す)"

で説明されている。学生はこれらの資料を基

に理科の目標及び学年目標をきちんと理解し、

把握しなければならないが、自ら読むだけで

は充分に把握できないのではないかと危惧 し

ている。

本稿では、学生が特に学年目標をよく理解

するために、教員はどのように説明すればよ

いか、講義の際の要点について考察する。次

に、各学年で示されている問題解決の能力に

ついて、学生が理解しておくべき事項を明ら

かにする。さらに、学生の教材 (教科書)を 読

み取る力を高める方法について考察する。

2.学年目標を把握する際の観点

“指導要領解説"に は、各学年の目標につい

て、いくつかの事項が並列的に記載されてお

り、学生にとっては重要な点を読み取りにく

いのではないかと思われる。しかし、次の 4

つの観点、『児童が対象に働 きかける視点』

『事象を提える着眼点』『この学年で重点をお
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いて育成すべき資質・能力』『育成 したい見

方や考え方』から読み取 り、整理すると理解

しやすいと考えられる。

たとえば、第 3学年の学年目標の 1つ (生

物とその環境に関わる目標)に 、「身近に見ら

れる動物や植物を比較しながら調べ、見いだ

した問題を興味・関心をもって追及する活動

を通して、生物を愛護する態度を育てるとと

もに、生物の成長のきまりや体のつくり、生

物同士のかかわりについての見方や考え方を

養う5)」 が挙げられる。第 3学年の学年目標

には、上記の生物 とその環境に関わる目標、

物質とエネルギーに関わる目標、地球と宇宙

に関わる目標のいずれにおいても、「000を 比

較 しながら調べ6)」 とぃぅ表現があり、児童

が対象に働きかける視点が示されている。事

象と事象を比較するのであるから、比較する

際に、差異点、共通点に着目して事象を提え

れ|ゴ よい。

どのような資質・能力を育成するかという

観点から見れば、比較する活動を通して比較

する資質・能力を育成することに重点が置か

れている。科学的な見方や考え方を養うこと

については、自然の事物 。現象に見られる共

i三性や相互の関わり、物質の性質や特徴、関

係などについての考え方を育成することが第

3学年の目標として示されている7,。

この 4つ の観点から学年目標を学年別に整

理して一覧表を作成すると、各学年における

学年目標の構成は一目瞭然である。学年目標

を学年別、観点別に整理したものが表 1であ

る。『事象を提える着眼点及び学習内容』の

欄には、着眼点とともに、学習内容を簡潔に

記載した。

3.比較する能力

小学校理科における問題解決の能力として

は、表 1に示されているように、①比較する

資質・能力(第 3学年)、 ②自然の事物・現象

の変化と関係する要因を抽出する資質・能力

(第 4学年)、 ③制御すべき要因と制御しない

要因とを区別しながら、観察、実験などを計

画的に行っていく資質・能力 (第 5学年)、 ④

多面的な視点から観察、実験などを行い、結

論を導く資質・能力(第 6学年)な どが挙げら

れる。

本稿では、まず第 3学年において育成すべ

き資質・能力である “比較する能力"につい

て学生が理解すべ き事項 として、比較の定

義 e比較する際のポイントなど比較に関する

基礎的事項を確認する。

勿論、上記の資質・能力は互いに独立して

いるものでなく、一連のものとして総合的に

考える必要があるが、第 4学年、第 5学 年、

第 6学年において育成すべき資質・能力につ

いては、次の機会に考察する。第 3学年で育

成すべき能力は比較する能力だけではないが、

第3学年で特に育成すべき能力として比較す

る能力を取 り上げる。また、比較する能力は

第 3学年だけでなく、第 4学年以降でも必要

であるが、本稿では、第 3学年における比較

する能力について考える。

3日 1 比較の定義

「比較とは事象と事象を対応させて比べる

ことである。比較によって、類似点や相違点

が明らかとなる。この場合、類似点の比較を

対照といい、相違点の比較を対比といって、

区別することがある8)。
」

比較を拡大解釈すると多様な型 (意味)の比

較が考えられる9)。
事象と事象を対応させる

だけでなく、現実と過去の経験との比較もあ

り、ものの見方や考え方、物事の全体と部分

との比較なども含まれる。高学年では、事象

の時系列による比較や多面的に比較すること、

加えた操作により生 じた変化 との比較など、

高度な比較が必要となる。

3.2 思考方法としての比較の大切さ

比較は我々が物事を認識したり思考するに



表1 各学年における学年日標の構成

児童が対象に

働きかける視点

事象を捉える着眼点

及び学習内容

育成 したい

資質や能力

育成 したい見方

や考え方

年

…を比較 しながら調べ

る

差異点、共通点

・ 昆虫や植物のつくり

●電気と磁石に関する現

象

●日なたと日陰の地面の

様子

●比較する資質 0能 力

●生物を愛護する態度

自然の事物・現象に

見られる共通性や相

互の関わり

・ 物質の特徴や関係

年

…と関係付けながら調

べる

自然の事物・現象の変化

とそれらに関わる要因

・ 動物の活動や植物の成

長と季節との関わり

●空気や水の体積変化と

加える力

●金属、水、空気の体積

変化と物の温度

・ 水の状態変化と温度

●豆電球の明るさやモー

ターの回り方の変化と

乾電池の数や繋ぎ方

・ 月や星の位置の変化と

時間

自然の事物 。現象の

変化 と関係する要因

を抽出する資質・能

力

自然の事物・現象の

性質や変化、規則性、

関係

年

…に関わる条件に目

向けながら調べる

量的変化や時間的変化

について調べる

自然の事物・現象とそれ

に関わる条件

●発芽と種子の中の養分

との関係

●発芽と水、空気、温度

との関係

・ 植物の成長に関する条

件

・ 受粉と結実との関係

・ 水の量やその温度と物

の溶ける量との関係

・ 力の加わる位置や大き

さの変化とてこを傾け

る働きとの関係

●おもりの重さや動く速

さなどと物の動きとの

関係

●雨の降り方と流水の速

さ、水量との関係

・ 増水と土地の変化との

関わり

・ 制御すべ き要因と制

御 しない要因とを区

別 しなが ら、観察、

実験などを計画的に

行ってい く資質・能

力

●生命の連続性

・ 自然の事物・現象の

変化の規則性



年

…と関係付けながら調

べ、問題を見いだす

見いだした問題を多面

的に追求する

多面的に事象を捉える

●人の体のつ くりと呼

吸、消化、排出及び循

環の働き

・ 植物や動物の養分の取

り方と環境

●いろいろな水溶液の性

質と働き

●燃焼に伴う物と空気の

変化

●電磁石の磁力の強さ、

磁極、電流の向き

●土地のつくりやでき方

と変化

・ 多面的な視点から観

察、実験などを行い、

結論 を導 く資質・能

力

自然の事物・現象の

相互関係や規則性

当たって、無意識的・意識的の区別が明確で

なくても、また比較 という言葉を使わなくて

も比較は絶えず行われているc物事Aを Bと

比較することによつて、たとえばAの性質や

Aと Bと の関係が明確化 される。物事につい

て意識 した り思考する際、他の事柄 と比較を

意識的に行 う態度が望まれる。思考方法の 1

つとして比較の重要性を認識することが大切

である。

学習指導要領では、比較は問題解決の能力

として取 り上げられているが、問題を解決 し

てい く場合だけでなく、その前段階である問

題意識をもち、問題を見いだす場合でも有効

な方法である。

3.3 比較する際のポイン ト

赤松弥男
10)は

、自然認識能力の分類 をし

ているが、“比較する能力"を 、論理的思考

を視点 とした能力の 1つ として分類 し、比較

についての基礎的事項 について述べている。

本稿では、それらを参考にして物事を比較す

る際のポイントとして、次の 4つ を挙げる。

①規準 となる事象・事項を決める

事象と事象を比べるときの規準とする事象
・事項などを確認・決定する。

②比較する相手を決める

比較する相手、対象となる事象・事項を確

認・決定する。

③観″点を決める

事象・事項のどの部分を比べるのか、どの

ような視点で比べるのかを確認・決定する。

E着眼点を決める

着眼する点は、共通点なのか差異点なのか、

あるいは共通点と差異点の両方なのかを確

認 。決定するこ

なお、比較する際、規準となる事象や相手、

比較する観点、着眼点などが教科書を見れば

明白な場合もあれば、明白でなく自分で決め

る場合もある。

4.第 3学年における比較の事例

第 3学年で重視されている問題解決の能力

である “比較する能力"について、学生が理

解を深め、教科書の内容をどのように読み取

ればよいかについて考察する。具体的には、

教科書に示されている事例を取 り上げ、比較

する際のポイントを確認する視点から考える。

比較する際のポイントは第 3節第 3項の①～

④の順ではなく、教科書にそって事象を提え

てい く順に記載する。教科書は本学の学生が

小学校教育実習で使用する可能性が高い新興

出版社啓林館発行のものを用いる。



4.1 昆虫の体のつくり

学習指導要領には、“内容"と して、「昆虫

の育ち方には一定の順序があり、その体は頭、

胸及び腹からできていること11)」 が挙げられ

ている。これに沿って教科書が作成されてお

り、教科書の内容を比較する能力を養う視点

から捉えることが重要である。昆虫の体のつ

くりについて、教科書の一部を抜粋し、資料

112)と して示す。

観点を決める

単元 “チョウをそだてよう"でチョウの体

のつくりが取り上げられている。チョウは昆

虫であり、体が頭・胸・腹に分かれ、 6本の

脚があることが述べられている。また、頭 0

胸・腹などの図が示されている131。

単元 “こん虫のつくりとともだち"で は、

バッタなど昆虫の様子を観察している。教科

書には、「体の分かれ方や、あしの数はどうか。

目やしょつ角のようすはどうか14)」 などと書

かれている。バッタの体の分かれ方について

は、頭・胸・腹などの図が示されている。体

のつくりについて調べればよいことを読み取

る必要がある。

規準となる事象・事項を決める

吹き出しには「チ ヨウの体のつ くりは…。

チヨウと同じようにそだってきたのかな。ほ

かのこん虫のつくりもしらべてみよう
15)」 な

どと記載されている。したがって、チョウと

の比較を行えばよいことを読み取る必要があ

る。比較する際の規準となる昆虫はチョウで

あると読み取ることは容易である。

比較する相手を決める

チョウ以外の昆虫については、 トノサマバ

ッタやオオカマキリなどが例示されており、

比較の相手がこれらの昆虫であることが分か

る。また、これらの昆虫を比較する際の相手

であると捉える視点が必要である。

着眼点 (共通点、差異点)を 決める

チョウやバッタ、オオカマキリの体のつく

りに関して共通点を求めればよいし、これら

の共通点は抽出が容易である。教科書の図
16)

に示されているように、体のつ くりの共通点

として頭・胸・腹の区分ができ、昆虫の体は

頭、胸及び腹からできていることを捉えるこ

とが求められているcこ のように教科書を読

み取る必要があるc

チ ョウやバ ッタ、オオカマキリの体のつ く

りに関 して差異`貞
は抽出しにくいので、差異

点は考えなくてよいと思われるc

認識を深める課題 として差異点を取 り上げ

るとすれば、教科書では扱っていないが、一

例 としてモンシロチ ョウやバ ッタとダンゴム

シやクモとの比較が考えられる。この場合は、

昆虫同士 (同 種)の比較ではな く、昆虫 と他

の虫 (異種)と の比較である。バ ッタとダンゴ

ムシでは、共通点よりも差異点の方が抽出し

やすい。昆虫以外の虫との比較によって昆虫

の体のつ くりについての認識が深まる。

注意点 としては、このように小学校におい

ては共通点、差異点の両方を検討するのでは

なく、どちらかに重点をおいたり、どちらか

に限つたほうがよい場合がある。このように、

比較するに当たって比較する着眼点について

も注意が必要である。

4.2 草花のつくりと育ち

植物のつくりと育ちについては、学習指導

要領には “内容 生物とその環境"と して、

「植物の育ち方には一定の順序があり、その

体は根、茎及び葉からできていること17)」 と

述べられている。植物の体のつくりについて、

教科書の一部を抜粋 し、資料 218)と して示

す。

4.2口 1 植物の体のつくり

観点をきめる

教科書の図や吹き出し「植物はどんなつく

りになっているのかな19)」 を見れば根・茎・

葉が植物のつくりとして示されていることが

分かる。したがって、根・茎・葉があるかど
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資料 218)植物のつ くり

うかなど、根・茎・葉について観察 して比較

すれ |ゴ よいことが分かる。

規準を決める

教科書には、ホウセンカ、マリーゴール ド

のつ くりが示されている。植物の栽培を通 し

て、体のつ くりや種蒔 き・発芽・開花・結実

・枯死 までの植物の一生を扱 うことなど、総

合的な観点から教材 としてこれらの植物が挙

げられている。勿論、他の植物で もよいが、

規準 とする植物はホウセンカ、マリーゴール

ドのどちらかでよいと考えられる。

相手を決める

扱 う草花として、ホウセンカ、マリーゴー

ル ドのほかに野草でもよいと考えられる。 し

か し、学習指導要領の “内容の取 り扱い"に、

植物の育ち方の順序や体のつ くりについて、

「栽培を通して行うこと20)」 と定められている。

“指導要領解説"に も、内容の説明として、

「栽培を通 して植物の個体の育ち方には一定

の順序があることや、植物の体は、根・茎・

葉という共通のつくりをしていることを提え

るようにする21)」 と述べられている。

教科書では、野草であるアメリカセンダン

グサが、花壇でホウセンカ、マリーゴールド

と一緒に栽培 しているという設定で教材とし

て取 り上げられている。児童が興味をもつも

のであれば勿論ほかに栽培しているものでよ

着眼点 (共通点、差異点)を 決める

吹き出し「どの植物にも、根・くき・葉は

あるかな22)」 ゃ “指導要領解説"に述べられ

ているように、植物の体のつ くりとして、根

・茎・葉の認識が求められている。いろいろ

な草花の共通点に着日して、植物は根・茎・

葉の 3つの部分からできているという普遍的

な事実に気づ くことができるようにするので

植物は,根 。

できています。

根・くき ,葉は

〈き・葉か ら



ある。

差異点について言えば、それぞれの植物の

根・茎・葉には細かな差異点がある。 しか し

学習指導要領にしたがえば、ここでは植物の

つ くりの共通性 として、根・茎・葉を押 さえ

ることが大切である。差異点に主眼をお く必

要はない。

4.2.2 植物の育ち

規準を決める

教科書には、「校庭や野原では、植物がだ

んだん大きくなってきました3春 にたねをま

いた植物は、どのようにそだつているのだろ

うかcこ れまでのきろくとくらべてみよう28」

と書かれているЭ植物の育ちの時間的変化に

ついての観察、理解が求められていることが

分かる。したがって、規準は以前に観察した

植物の育ちである。

相手を決める

植物の育ちの時間的変化を調べるのだから、

相手は今日観察する植物の育ちである。

観点を決める

吹き出し「せの高さや葉の数は、どうなっ

ているかな24)」 から判断すれば、背の高さや

葉の数、茎の大さ、つぼみや花の数、枝分か

れなどについて比較すればよいことが分かる。

着眼点 (共通点、差異点)を 決める

それぞれの植物について、以前の記録と比

べて、葉が大きく、数も多くなっていること、

茎も太 く、背も高くなっていることなど、今

日捉えた植物の育ちが著しく、植物が大きく

成長 したことが把握できればよい。

4.2.3 植物の一生

規準 0観点を決める

教科書には、ホウセンカの一生が次のよう

にまとめられている。「小さなたねから、め

が出て、大きくそだっていく。そして、花を

さかせ、やがて実をつける。 1本のホウセン

カからたくさんの実ができてすごいと思っ

た25)。
」 したがって、規準にする草花として

はホウセンカでよい。勿論、マリーゴールド

でもよいと考えられる。

種を蒔いた植物は芽が出て大きく育ってい

く。そして、つぼみができ、花が咲いて、や

がて実をつけ、枯れていく。育ち方には一定

の順序があるということであり、育ち方の順

序という観点から今までの記録と比較する。

相手を決める

教科書を見れば、ホウセンカのほかにマリ

ーゴールドやアメリカセンダン草が挙げられ

ている。したがって、比較する相手はマリー

ゴールドやアメリカセンダン草が考えられる。

勿論ほかの植物でもよい。

着眼点 (共通点、差異点)を 決める

植物の成長には、一定の順序があることを

提えることができればよいのであるから、い

ろいろな植物の共通点に着目すればよい。

4.3 日なたと日陰

学習指導要領の “内容 地球と宇宙"で は

「地面は太陽によって暖められ、日なたと日

陰では地面の暖かさや湿 り気に違いがあるこ

と26」 と述べられているЭ

教科書に「くらべて見つけたこと27)」 とぃ

う表現や「日なたと日かげで、明るさのほか

に、どんなことがちがうかな28)」 とぃう言葉

があり、比べる活動がはっきりと教科書に明

記されている。また、「地めんのしめりぐあ

いは…。地めんのあたたかさは…29)」 など、

いろいろな視点から事象が調べ られている。

これらを第 3節第 3項で述べた比較する際の

ポイントを用いて整理すると分かりやす くな

る。

4.3.1 地面の暖かさ

規準を決める

日なたと日陰の地面を少し掘って温度計の

液だめを入れ、土をかぶせて温度を測つてい

る。日なたと日陰という2つ の事柄が出てく



る。日なたと日陰の地面の温度、どちらを規

準にしても比較は可能であり、また難しくな

い。教科書では日陰の地面の温度を規準にし

て、「日なたの地めんは、日光によってあた

ためられ、日かげの地めんよりあたたかで

す30)」 と比較している。

相手を決める

日陰の温度が規準であれば、比較する相手

は日なたの温度であることはすぐ分かる。

観点を決める

温度計を用いて日なたと日陰の地面の温度

を測っているのだから、地面の暖かさについ

て比較している。観点を変えて、地面の冷た

さについて比較することもできる。この場合

は日なたが規準になり、“日かげの地めんは、

日なたの地めんよりつめたいです"と いう表

現になる。比較する観点により、規準になる

事柄や相手が変化することに注意する必要が

ある。

着眼点 (共通点、差異点)を 決める

日なたと日陰の地面の暖かさを比べている

のだから、差異点について着目することが分

かる。

4口 3.2 地面の湿り気

観点を決める

日なたと日陰の地面の様子 (乾 き具合・湿

り具合)を 手で触って調べている。

規準・相手を決める

教科書では、「日なたの地めんは、かわい

ていた。日かげの地めんは、しめっていた31)」

というように、“～よりも"と いう言葉が用

いられていない。何かを規準にして比べると

いう表現ではなく、日なたと日陰の地面の様

子を対比する形で表している。

日なたと日陰の地面の様子、どちらを規準

にしても比較は可能であり、また難しくない。

ただし、規準にするものによって、比較する

相手は異なる。日陰が規準であれば、比較す

る相手は日なたであり、日なたが規準であれ

ば、比較する相手は日陰である。

着眼点 (共通点、差異点)を 決める

教科書を見れば、日なたと日陰の地面の乾

き具合や湿 り具合を比べているのだから、差

異点について着目することが分かる。

4.4 電気及び磁石

学習指導要領の “内容 物質とエネルギー

(2)"で は「ア 電気を通すつなぎ方と通さ

ないつなぎ方があること。イ 電気を通す物

と通さないものがあること32」 と書かれてい

るcま た、“内容 物質とエネルギー (3)"

では「ア 物には磁石に引き付けられる物と

引き付けられない物があること33)」 と書かれ

ている。

比較する際のポイントを一々押さえなくて

も分かりやすい場合や、一々押さえにくい場

合もある。このような場合でも比較するとい

う意識をもつことや、比較する際のポイント

を踏まえつつ総合的に事象を提える必要があ

る。

4口 4.1 あかりがつくとき

観点を決める

教科書を見ると、乾電池、豆電球、ソケッ

ト、導線を用いて豆電球にあかりをつける活

動が設定されている。この活動を通して、吹

き出し「あかりがつくつなぎ方とつかないつ

なぎ方をくらべてみよう34)」 のように、あか

りがつくつなぎ方とつかないつなぎ方がある

ことを発見的に捉えることができるように、

教科書は構成されている。豆電球にあかりが

つくかどうかという観点が明確であり、この

観点からいろいろなつなぎ方をあかりがつく

つなぎ方とつかないつなぎ方に分類している。

規準 0相手を決める

この場合、規準や相手となるつなぎ方は、

教科書には明白に示されていない。このよう

に、比較する際の規準や相手が明確に定まら

ない場合もある。



着眼点 (共通点、差異点)を 決める

あかりがつくつなぎ方とつかないつなぎ方

の差異点に着目して、あかりがつくつなぎ方

として、「あかりがつ くときは、かん電池の

+き ょく・まめ電球・かん電池の―きょくが

1つ の Fわ 』のようにつながっています35)」

と捉える。

4.4。 2 電気を通す物と通さない物

観点 0規準・相手を決める

この場合も電気を通す物か、通さない物か

という観点から、豆電球が点灯する場合の回

路の途中にいろいろな物を入れて豆電球が点

灯するかどうかを調べ、電気を通す物と通さ

ない物に分けている。比較する際の規準とな

る物や相手を決める必要性は少ない。

着眼点 (共通点、差異点)を 決める

電気を通す物、通さない物に分けるのだか

ら、差異点に着目している。次に、電気を通

す物の間に共通点がないか、共通した特徴に

目を向け、「金物 (金 ぞく)は 、電気を通すせ

いしつがあります36)」 と物の性質を捉える。

4。 4.3 磁石の引き付ける力

規準 0相手・観点 0着眼点 (共通点、差異点 )

を決める

身の回りのいろいろな物を比較して調べ、

物には磁石に引き付けられる物と引き付けら

れない物があることを捉えることが求められ

ているが、この場合も規準になるものや相手

も明白でなく、差異点に着目して磁石に付 く

物と付かない物に分けている。言わば、分類

の形である。

教科書では、磁石の引き付ける力について、

「じしゃくが鉄をひきつける力はどのぶぶん

でも同じなのだろうか37)」 と比較する場面が

提示されている。 1つの磁石の場所による引

き付ける力の強さの比較である。

小さな釘を広げた上に、磁石を置いてゆっ

くりと持ち上げ、釘がどこに最も多 く付いて

いるかを見つけ、磁石が鉄を最 も強 く引 き付

けるところを極 と捉える。次に、磁石のいろ

いろなところに釘を付け、指で引いてみて、

その手ごたえによって磁石の場所による引き

付ける力の違いを提え、磁石の中心では引 き

付ける力が最 も弱いことを見つける。この場

合も、比較する際のポイントを一々押 さえる

というよりは、比較する際のポイントを念頭

に置 きながら、総合的に捉えればよい。

5.ま とめ一学生の教材 (教科書 )を 読み取る

力を高めるために一

学習指導を行う際には、教科書を学習指導

要領にそって読み取 らなければならない。小

学校学習指導要領 理科では、各学年におい

て育成すべ き問題解決の能力が明らかにされ

ている。

学生の教科書を読み取る力を高める方法の

1つ として、各学年で示されている問題解決

の能力の視点から教科書を読み取ることが挙

げられる。

本稿では、第 3学年で育成すべ き能力であ

る
´
“比較する能力"の視点から、第 3学年の

教科書をどのように読み取ればよいかについ

て述べた。具体的には、比較する際のポイン

トを踏まえて教科書を読み取る過程を示 した。

その結果、次の 5つ のことが大切であると考

えられる。

① 比較の定義及び比較の多様な型 (意味)を

確認する

比較の定義だけでなく、比較の多様な意味

を理解する必要がある。第 3節第 1項で述べ

たように、比較の定義を拡大解釈すると、事

象と事象を対応させるだけでなく、過去の経

験との比較、事象の時系列の比較、ある事象

に加えた操作によって生じた変化との比較、

全体と部分との比較、自分の考え・思いと友

達の考え・思いとの比較などが挙げられる。

このようにいろいろな場合が考えられること

に留意する必要がある。



② 比較する際のポイントを確認する

比較という操作をきちんと行うには、第 3

節第 3項 において述べた比較する際のポイン

ト、①規準となる事象・事項を決める、②比

較する相手を決める、③観″点を決める、④着

眼点を決める、などについて理解を深める必

要がある。

③ 比較する際のポイントを基に教科書を読

み取る

理科の目標、学年目標及び内容は、学習指

導要領によって定められており、学習指導要

領にそって教科書は作成されている。

教科書に取り上げられている内容について、

比較する際のポイントを基に、事象や事柄を

どのように捉えれば、理科の目標や学年目標

を達成できるかを考えなければならないЭ

④ 授業の中で比較する場面をどのように作

るかを考える

比較する能力を育てる観点から教科書を読

み取って、事象を比較する場面を取 り上げ、

教科書にそってただ “比べてみましょう"と

先生から与えるだけでなく、児童が比較せざ

るを得ない場面を作 り出すことが大切である。

どのように比較する場面を作 り出すかを考え

なければならない。さらに、例示されていな

い場合においても、比較する場面を新たに設

定することも必要であると考えられる。

ところで、第 4節第4項で述べた “あかり

がつくつなぎかた"において、教科書には文

章としては示されていないが、男の子と女の

子が黒板に、自分が書いたつなぎ方の図を貼

って説明している絵がある38)。 比較する場面

をどのように設定するかという視点をもって

いると、文章として書かれていなくても、自

分のつなぎ方と友達のつなぎ方を比較して話

し合う活動が必要であることを簡単に読み取

ることができる。

⑤ 比較の重要性を認識する

教員を目指す者にとっても物事や事象など

を比較することの重要性を認識する必要があ

る。物事や事象を比較することは、問題意識

をもち、問題を見つけるだけでなく、問題を

解決 してい く場合にも有効な方法である。

比較は日常無意識的に行われている場合が

多いが、時には、比較は思考方法の 1つであ

ることを確認する、あるいは意識的に比較を

行 うことも大切である。

また、比較する能力・資質は、自然の事物

・現象の変化と関係する要因を抽出する資質

・能力 1第 4学年 |、 制御すべ き要因と制御 し

ない要因とを区別 しながら、観察、実験など

を計画的に行ってい く資質・能力 (第 5学年 )、

多面的な視点から観察、実験などを行い、結

論を導 く資質・能力 (第 6学年)な どを伸ばす

ための基礎・土台 となる能力である。基礎的

な能力であるという意味でも第 3学年におけ

る比較する能力を育成することの重要性 を再

認識することが大切である。
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